
［Ⅰ］次の     をうめよ。答は解答用紙の該当
がいとう

欄に記入せよ。 

 

(ⅰ) 関数 𝑦 = (log22𝑥)2 + log2(4𝑥)4 + 1 の値が最小となる 𝑥 の値は  (1)   

である。 

 

(ⅱ) 箱の中に 1から 3までの数字が 1つずつ書かれたカードが，  

それぞれ 4枚ずつ合計 12枚入っている。  

この箱の中から 3枚のカードを同時に取り出すとき， 

3枚のカードの数字の積が 6以上となる確率は  (2)  である。 

 

(ⅲ)   数列 {𝑎𝑛} が 𝑎1 = 1, ∑ 𝑎𝑘 = 𝑛2𝑎𝑛 (𝑛 = 2 , 3 , 4 … ) を満たしている。

𝑛

𝑘=1

 

 

このとき，数列 {𝑎𝑛} の一般項は 𝑎𝑛 =  (3)  である。 

 

(ⅳ) 1辺の長さが 2の正三角形 ABCの内部および辺上を動く点 Pが 

条件 AP2 ≦ BP2 + CP2 を満たすとき， 

点 Pが存在する領域の面積は  (4)  である。 

 

 解答  

(1) 
1

8
  (2)  

 36 

 55 
  (3)  

 2

 𝑛(𝑛+1) 
   (4) 2√3 − 

2
3
π 

 

 解説  

(ⅰ) 真数条件より 2𝑥 > 0 かつ (4𝑥)4 > 0 

     よって 𝑥 > 0  

     𝑦 = ( log22 + log2𝑥)2 + 4(log24 + log2𝑥) + 1 

       = ( log2𝑥)2 + 6log2𝑥 +10 

     log2𝑥 = 𝑡 とおくと 

    𝑦 =  𝑡2 + 6𝑡 + 10 = (𝑡 + 3)2 + 1 

     𝑡 の範囲はすべての実数であるから 関数 𝑦 は 

   𝑡 = −3 のとき最小値をとる。 

  このとき log2𝑥 = −3 より 𝑥 = 2−3 = 
𝟏

𝟖



(ⅱ) 全てのカードの取り出し方は C12 3 = 220 (通り) 

   余事象を用いて 3枚のカードの積が 5 以下になる場合を考える。 

  積が 5になることはないので以下の場合になる。 

  

  カードの数字の積   カードの枚数 

       1               1 : 3 枚 

           2        1 : 2 枚 , 2 : 1 枚 

           3               1 : 2 枚 , 3 : 1 枚 

           4               1 : 1 枚 , 2 : 2 枚 

 

よって 3 枚のカードの数字の積が 5 以下になる確率は 

 
C4 3+ C4 2× C4 1+ C4 2× C4 1+ C4 1× C4 2

220
 = 

4+24+24+24

220
 = 

19

55
 

    したがって求める確率は 1 −
 19 

55
=

 𝟑𝟔

 𝟓𝟓 
 

 

(ⅲ)  ∑ 𝑎𝑘 = 𝑛2𝑎𝑛 ・・・①

𝑛

𝑘=1

 

      この式は 𝑛 = 1 のときにも成り立つ 

   ①から ∑ 𝑎𝑘 = (𝑛 + 1)2𝑎𝑛+1 ・・・②

𝑛+1

𝑘=1

 

      ②－①から 

             ∑ 𝑎𝑘 −

𝑛+1

𝑘=1

∑ 𝑎𝑘 = (𝑛 + 1)2𝑎𝑛+1 − 𝑛2𝑎𝑛 

𝑛

𝑘=1

 

       

      𝑎𝑛+1 = (𝑛 + 1)2𝑎𝑛+1 − 𝑛2𝑎𝑛 

   𝑛(𝑛 + 2)𝑎𝑛+1 = 𝑛2𝑎𝑛 

     (𝑛 + 2)𝑎𝑛+1 = 𝑛𝑎𝑛 

      両辺 𝑛 + 1 をかけて 

   (𝑛 + 2)(𝑛 + 1)𝑎𝑛+1 = (𝑛 + 1)𝑛𝑎𝑛 

      (𝑛 + 1)𝑛𝑎𝑛 = 𝑏𝑛 とおくと 

   𝑏𝑛+1 = 𝑏𝑛 = ・・・ = 𝑏1,また 𝑏1 = 2・1𝑎1 = 2  

   よって (𝑛 + 1)𝑛𝑎𝑛 = 2 から 

 𝑎𝑛 = 
 𝟐

 𝒏(𝒏+𝟏) 
 ( 𝑛 = 1 のときにも成り立つ） 

 

 

  



 (ⅳ) 図のように原点を O とする 𝑥𝑦 平面 上に 

  A ( 0, √3 ) , B (−1, 0 ), C(1, 0 ) となるように座標をとる。 

  P ( 𝑥, 𝑦 ) とすると AP2 ≦ BP2 + CP2 より 

  𝑥2 + (𝑦 − √3)
2

≦ (𝑥 + 1)2 + 𝑦2 + (𝑥 − 1)2 + 𝑦2   

  𝑥2 + 𝑦2 + 2√3𝑦 − 1 ≧ 0 

    𝑥2 + (𝑦 + √3)
2

≧ 4 

    D( 0, −√3 ) とすると P の存在する領域は 

  △ ABC の周および内部のうち，円 𝑥2 + (𝑦 + √3)
2

= 4 

    の周および外部にある部分である。 

  △ ABC ≡△ BCDであることから求める面積を𝑆とおくと 

  𝑆  ＝ 2 △ BCD −扇形 DCB 

   ＝ 2・
1

2
・22sin

𝜋

3
 −

1

2
・22・

𝜋

3
 

   ＝ 𝟐√𝟑 −
𝟐

𝟑
𝝅 

 

 

 

 

 

［Ⅱ］（記述問題） 

 

曲線 𝐶1： 𝑦 = 2√2𝑥 ( 𝑥 ≧ 0 ) と半円 𝐶2 ∶  𝑦 = √16 − (𝑥 − 2)2 (−2 ≦ 𝑥 ≦ 6 )  

について，次の問に答えよ。 

 

(ⅰ) 曲線 𝐶1と半円 𝐶2の両方に接する直線 𝑙 の方程式を求めよ。 

(ⅱ) 曲線 𝐶1 ,半円 𝐶2 および直線 𝑙 で囲まれた部分の面積を求めよ。 

 

 

 解答  

(ⅰ)  𝐶1 上の接点を T (𝑡,   2√2𝑡) とおくと ( 𝑡 > 0) 

    𝐶1 において, 𝑦′ = √
2

𝑥
 より 

   接線の方程式は 

   𝑦 = √
2

𝑡
(𝑥 − 𝑡) + 2√2𝑡   ・・・① 

      √2𝑥 − √𝑡𝑦 + √2𝑡 = 0 

       𝐶2 にも接するから 𝐶2の中心(2, 0) からの距離が 𝐶2の半径に等しいので 

   
|2√2+√2𝑡|

√2+𝑡
= 4  

     |2√2 + √2𝑡|
2

= 16(2 + 𝑡) 

      𝑡2 − 4𝑡 − 12 = 0 



       (𝑡 + 2)(𝑡 − 6) = 0 

      𝑡 > 0 より 𝑡 = 6 

①  に代入して 

𝒚 =
𝟏

√𝟑
𝒙 + 𝟐√𝟑 

 

(ⅱ) 𝐶2の中心をA, 𝐶2と𝑦 軸との交点を B, 𝐶1と𝐶２との交点を Dとする。 

   𝐶2の式で𝑥 = 0 とすると，𝑦 = 2√3 

      2√2𝑥 = √16 − (𝑥 − 2)2 とすると 

   8𝑥 = 16 − (𝑥 − 2)2 

      𝑥2 + 4𝑥 − 12 = 0 

      (𝑥 − 2)(𝑥 + 6) = 0 

              𝑥 = 2, −6 

              𝑥 > 0 より 𝑥 = 2 

よって A (2, 0), B(0, 2√3 ), D(2, 4)   

また H(6, 0) とする。 

求める面積を𝑆 とすると AB ⊥  𝑙 より  

   𝑆＝台形 OHTB −△ OAB −扇形 ADB − ∫ 2√2𝑥
6

2

𝑑𝑥 

 

=
1

2
(2√3 + 4√3) × 6 −

1

2
× 2 × 2√3 −

1

2
× 42 ×

𝜋

6
− 2√2 ∫ √𝑥𝑑𝑥

6

2

 

＝18√3 − 2√3 −
4

3
𝜋 −

4√2

3
[𝑥

3

2]
2

6

 

＝
𝟒

𝟑
 (𝟒 − 𝝅) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



講評 

 

［Ⅰ］［小問集合］ 

(ⅰ)［対数関数］（やや易）log2𝑥 = 𝑡 と置き換えた 𝑡 の 2 次関数を考える。指数のかかっている部分に 

  注意してミスなく計算する。教科書の例題にもあるような問題なので正答しておきたい。 

(ⅱ)［確率］（やや易）余事象を考える。他の問題を考慮すると時間を少しかけてでも確実に正答して 

おきたい問題である。 

(ⅲ)［数列］（標準）𝑛 をずらして差をとる，両辺 に 𝑛 + 1 をかけるなどの解法が出てこなかった人も 

いるであろう。差がつく問題である。 

(ⅳ)［図形と方程式］（やや難）正三角形 ABCを座標平面上に表し，Pの軌跡を求めればよい。図形の 

  問題で座標をとる経験があれば何とかなるかもしれないが厳しい問題である。 

   

［Ⅱ］［微積分］（やや難） 

(ⅰ) 𝐶1上に接点をとり，その接線が𝐶2 にも接するということを点と直線の距離を用いて計算していけば 

よい。円と無理関数のグラフの共通接線を求める経験はあまりしたことがないと思われる。 

(ⅱ) 台形の面積から不要な部分を取り除いていけばよい。接点や交点の座標を求めたり，作業量は少なく 

  ない。 

 

形式に変化はなかったが昨年より難化した。試験時間に対して，分量が多いのは例年とおりである。 

［Ⅰ］(ⅰ)(ⅱ)は確実に正答し，［Ⅱ］で部分点を稼ぎたいところである。目標は 45%。 

 

 


